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審査結果の所見 

 サルコペニアは高齢化社会における医学上の重要な課題である。応募

者は骨格筋特異的 Akt ノックアウトマウスがヒトのサルコペニアと近似

した表現型を示すことを見いだし、このマウスを手掛かりにサルコペニ

アの分子機構、更には治療法の開発を目指している。応募者は、本研究

に密接に関連するインスリンシグナルと骨格筋の研究において、極めて

質の高い研究成果を上げており、本研究でも十分な研究成果が期待され

る。一方、臨床への展開については患者集積から始めなければならない

など難渋も予想されるが、本研究を端緒として診断法や治療法の開発が

進むことを期待したい。 

 以上の理由により、基盤研究（Ｓ）として採択すべき課題であると判

断した。 

 


